
 
 

【経験の共有】震災復興・連続シンポジウム第３回 

（第 2４回 ICUS オープンレクチャー） 

「福島の現状：復興課題を共有する」 
原発災害からの復興は初めての経験である．被災地では，様々な悩み，思いが交錯する中，結果

として復興の議論がローカルなものになっているように見受けられる．この未経験の課題に対し適

切な解決策を得るためには，社会の英知を集めて取り組む必要がある．そのためには，関心と支援

のすそ野を拡げ，支援のネットワークを形成していく必要がある． 

第３回は，福島の現状を理解し，復興課題を共有することを目的とし開催し，福島支援を志向す

る専門家のネットワークの形成を図るきっかけとしたい。 

※【経験の共有】震災復興・連続シンポジウムは，東京大学生産技術研究所 ICUSと日本都市計画家協会の共同主催で開催します． 

《開催概要》 
■日 時：平成２４年７月２８日（土） 13:３0～17:30 （1３:０0 開場） 

■会 場：東京大学・駒場リサーチキャンパス（東京大学生産技術研究所） 

 Ａｎ棟 コンベンションホール 

  （地図：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/access/access.html） 

■主 催：東京大学生産技術研究所 都市基盤安全工学国際研究センター 

特定非営利活動法人 日本都市計画家協会 

■入場無料、要申し込み  ※終了後（17:30～）意見交換会（会費制）を開催 

《プログラム》 

１．開会挨拶 目黒公郎（東京大学生産技術研究所 都市基盤安全工学国際研究センター 長 教授） 

２．趣旨説明 加藤孝明（東京大学生産技術研究所 都市基盤安全工学国際研究センター 准教授） 

３．福島県の復興の現状（国，県の取り組み，双葉８町村の現状） 

安齋睦男（福島県企画調整部避難地域復興局次長） 

４．浪江町の現状 

  玉川啓（浪江町復興推進課 主幹） 

５．被災地の暮らしの現状 

  高村美春（南相馬市民） 

７．NPO の役割と今後（仮） 

  星野珙二（福島大学名誉教授、ふくしま NPO ネットワークセンター 理事長） 

６．福島の復興課題と今後 

鈴木浩（福島大学名誉教授，福島県復興ビジョン策定委員会委員長） 

８．パネルディスカッション・意見交換 

  コーディネーター：加藤孝明（東京大学生産技術研究所 都市基盤安全工学国際研究センター 准教授） 

９．閉会挨拶  渡会清治（NPO 日本都市計画家協会副会長） 

※講演者等は予定。已む無く変更の場合はご了承ください 

《問合わせ・申し込み》 
申込み・問い合わせ：吉本英子（東大生研 ICUS） E-mail: yosimoto@iis.u-tokyo.ac.jp  

TEL：03-5452-6472，FAX: 03-5452-647６ 
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